
プロジェクト名 メンバー数

所属 学年

ふりがな

氏名

コモンズに理工・総合政策の両学生を呼び込み、互いに意見や思考を交換することができた。

プロジェクトを
通じて学んだこと

今後の課題

認知度を上げる。（学生がまだまだGlobal Supportersの存在を知らない）

そのためには単発のイベントだけでなく長期的にできるイベントを企画する。

つまり留学を考える学生は多いが、相談するところが少ないのかもしれないと感じた。

畑山　裕紀

留学相談会を昼休みの短い時間で実施したが、約10人を集めることができた。その理由としてコモンズの中心かつ入口から見えやすい場所だったからだと思われる。

留学に行きたい学生が多いことを留学相談会を通して理解した。

すべてのイベントを通してKSC生にはたくさんの様々なカラーを持った学生がいると感じた。

上記のことより更に規模の大きいイベントを通して更におもしろいものが作れると感じた。

２０１３年度　アカデミックコモンズプロジェクトルーム　成果報告書

プロジェクトの
成果

英会話ランチでは中国人留学生がインドネシア留学生を呼びかけ、更に盛り上がった。

作成日　　  2014年　　　02月　　　12日

アクティビティ
実績

（※日時・イベント
名称・内容を記入）

プロジェクト実施期間中に行われたアクティビティ（イベント・ワークショップ・発表会　等）について具体的に記入してください。

プロジェクトの運営や達成に伴う成果について具体的に記入してください。

10/08　英会話ランチ（理工学部所属の中国人留学生とインドネシア留学生と英語で会話）

10/22　留学相談会（交換留学、私費留学、短期語学留学、中期留学など）

10/30　ハロウィンパーティー（参加者に仮装してもらい、AKB48のフォーチュンクッキーを踊った。）

【提出書類】　プロジェクトに関わる写真を3～4点提出してください。

プロジェクトの改善点について記入してください。

活動を通じて、プロジェクトメンバーが得られた学びについて記入してください。

　　　　　　　　　活動内容を補足する資料がある場合は、提出してください。（補足資料、成果物［ビデオなど］）

よりこの団体がこのキャンパスにとって有意義のある団体だと認知してもらう必要がある。

代表者

Global Supporters

3

集客能力の低さ。（アクティビティ内容、広報活動に起因していると推測）

8

理工

はたやま　ゆうき
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